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レースの結果はホームページでも公開しています。 https://jicf.info/  
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チーフコミッセール 岩間光輝 

 

1 自転車の寸法規則について	
	

本大会では	 UCI 規則	 1.3.023 におけるハンドルバー寸法において、エクステンションバーとサドル上面の水平

線との位置関係は問わない。（理由：UCI 規則において、文面による明確な記載がないため）	
 なお、この解釈については本大会のみに有効で、以降の前例となるものではない。	

今後の大会では以下の図（現在の UCI 規則から抜粋）の様に、エクステンションバーも含めて、サドル上面の水平

線以内に収まる必要があると判断される可能性が高いことに留意すること。	 	

 
 

以上 


